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背景と目的 

新型コロナウイルスが猛威を振るう

中、IT 技術などを使った様々なサービ

スが生まれた。今回は「ICT×教育」

「IoT について」「デジタル技術×観

光」に分け、日本とアメリカの比較を

しながら、アメリカに対する投資価値

を本研究を通じて検証していく。 

 

内容 

ICT×教育 

2016 年に教育分野に対し大規模な投資

を実施したことにより以降アメリカで

は教育分野で情報技術を活用する地域

やサービスが拡大している。本研究を

通して情報技術を活用した事例や新型

コロナウイルス感染拡大に伴う各自治

体の動向までまとめる。 

IoT 

まずは IoT とはどういったものか。そ

こからアメリカの IoT への取り組みを

見ていき、導入率などを日本と比較。

その結果からアメリカの IoT が進み、

日本の IoT が遅れている原因を探して

いく。 

デジタル技術×観光 

観光業界全体がコロナで大きく打撃を

受けている今、「スマートリゾート」と

いうデジタル技術を使ったサービスに

より、 

① 地域への誘客拡大 

② 滞在長期化 

③ 消費推進 

④ 持続的な価値の獲得・創出 

を目指す取り組みが行われている。 

 

結論 

ICT×教育 

アメリカの ICT 分野はトップクラス

である。 

コロナ禍でさらなる需要が出るのでは 

IoT 

日本と比較しても IoT の導入率は高い 

IoT の需要は今後も拡大 

IT×観光 

「観光」という面ではそこまで大きな

差があるわけではない。 

コロナ後の観光業界はいち早く「スマ

ートリゾート」に力を入れた国及び地

域自治体から復活していくのではない

か。 


